
弔慰金及び見舞金等の支給に関する規程 

 

（目的） 

第１条 この規程は、公益社団法人鹿児島県理学療法士協会（以下、「本会」という。）会員

の弔事、ならびに天災による財産被害があったときの対応及び弔慰金・見舞金につ

いて定めることを目的とする。 

 

（種類） 

第２条 この規程において行う行為の種類は、以下の各号の通りとする。 

（１）死亡弔慰金等 

（２）被災見舞金 

 

（適用範囲） 

第３条 この規程の適用は、給付事由発生時、且つ、見舞金または弔慰金の支給を受けよう

とするときに定款第５条に定める正会員とする。ただし、休会者は除く。 

 

（死亡弔慰金等） 

第４条 正会員本人が死亡した場合には、弔慰金 10,000 円を支給し、別に供花と弔慰電報

を添えることができる。ただし、本会への未払い納入金がある場合は、原則これを

認めない。 

  ２ 前項の申請は、給付事由発生後速やかな口頭申請とし、申請者は原則として１親等

親族とするが、当該会員の会員管理システムに登録のある所属施設の代表者また

は、当該会員が属する本会地区の地区担当理事が代理申請することができる。 

３ 申請がない場合においても、事務局でその事実が確認できた場合には、会長の指示

により第１項の弔慰を行うことができる。 

４ 死亡弔慰金については、原則として役員等が葬祭時に本会名を記した香典として

供し、定められた報告書に必用事項を記入の上、会葬礼状を添付して事務局へ提出

する。葬祭に出席がかなわない時は、1 親等親族が定められた申請書に必用事項を

記入、押印のうえ、事務局へ提出し、申請書に記載された指定口座への振込みとす

る。 

  ５ 以下の各号に該当する者であって、会長が必要と認めるときは弔慰行為ができる。 

（１）本会に功労があると認められる者 

（２）本会会員や上記に定める者の一親等以内の親族 

（３）日本理学療法士協会又は他都道府県士会の役員等 

（４）その他、会長が必要と認める者 

   



（被災見舞金） 

第５条 正会員が火災、水災、震災、その他の災害によって住居に損害を被った場合には、

会員本人の申請により、次の各号の区分で被災見舞金を支給する。ただし、本会へ

の未払い納入金がある場合はこれを認めない。 

（１）全焼、全壊            ：10,000 円 

（２）半焼、半壊           ： 5.000 円 

（３）一部焼失、一部損壊、床上浸水など： 3,000 円 

  ２ 前項の申請は、会員本人が定められた申請書に必要事項を記入、押印のうえ、罹災

証明書等を添付して事務局へ提出し、申請書に記載された指定口座への振込みと

する。 

 

（請求権の消失） 

第６条 この規程に定める請求権は、特別の定めがない限り、死亡弔慰金等については給付

事由発生後 3 か月、被災見舞金については給付事由発生後 1 年で消滅する。 

 

（改廃） 

第７条 この規程は、理事会の決議により改廃する。 

 

附 則 

１ この規程は、令和６年４月１日より施行する 

 

 

 

 

 

  



弔慰金・見舞金申請書 

 

公益社団法人鹿児島県理学療法士協会 会長 殿 

このたび下記事由により、弔慰金・見舞金の下記口座への振込みを申請します。 

 

（申請日） 令和   年   月   日 

申請事由 

 

 

弔慰金申請記入欄 

正会員故人氏名  

会員番号  

申請者氏名（１親等親族）                        印 

申請者住所 
〒 

 

申請者連絡先電話番号  

 

見舞金申請記入欄 

申請者氏名（被災した正会員本人に限る）                  印 

会員番号  

被災状況 

罹災証明書に基づき、右の□にレ点選択 

□ 全壊・全焼 

□ 半壊・半焼 

□ 一部損壊・一部焼失・床上浸水 

※市町村発行の罹災証明書（コピー可）を必ず添付して下さい。 

 

振込口座（必須） 

銀行名  支店名  

口座種類 普通 ・ 当座 口座番号  

口座名義人（カナ）  

 


